
平成 27 年 12 月 18 日 
株式会社経営共創基盤

代表取締役 CEO 冨山和彦 

・明治以来のリーダー人材の一方的な流れ（地方から東京へ）を転換すべき時

－今、東京でそこそこの企業や組織の管理職以上を担っている人々の大半は、

明治以降に地方から出てきた人々かその子孫

・人材の一極集中はキャッチアップ型立国モデルにおいては効率的だったが・・・ 
－「東大は西洋文明の配電盤」（司馬遼太郎）モデルを引っ張りすぎた

－人材の墓場と化す東京の「一流企業」「一流組織」

－偏差値 70 超の高校の卒業生たちの目は 30 年後も輝いているか？ 

・イノベーション力、創造力が問われる最先端国家の目指すべき姿

－多様な地域に多様な一流の人材が多極的に分布する社会

－スタンフォード大在学生に「いつかは NY」という人材はほとんどいない？ 
－ミュンヘン在住者に「いつかはベルリン」という人材もほとんどいない？

・東京に偏在し、必ずしも活用されていない人材を地方で活躍させる

－ハイスペック人材（日本人材機構）から中堅マネジメント人材までの幅広

い施策群

－「老・壮・青」の幅広い世代のリーダー人材の還流施策群

－多少の重複は気にせず、色々な施策を多元的に繰り出すべき（問題が出た

ら後で整理すればよい）

－140 年の慣性を転換するには粘り強く継続することが肝要 

・従来の東大を頂点とする「学力偏差値」とは異なる尺度の多元的な「一流」

をこの国に取り戻す

－戦前の高等教育は複線的であったし、江戸時代まで遡れば、この国の職人

文化は多元的な一流を認める価値観であった

－多くの大学教員の反発を買った「G 型大学、L 型大学」の議論の真意は、「一

流」「高等」の尺度の多元化が狙い

－アカデミズム至上主義との決別に向け現在の大学改革をさらに加速

－現在検討中の「実践的な職業教育を行う 新たな高等教育機関」の設計と活

用は重要
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